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た。したがって， 1986年度から始まった第 7次 5カ
年計画で初めて 自動車産業を重要な「支柱(基
幹)J産業とし，強化する方針が明確に打ち出され，























連合会 Organisation lntemationale des Constructeurs 
d'Automobiles) の統計資料によると， 207 年度乗用
車生産台数上位 10 ヶ国は日本，中国， ドイツ，アメ
リカ，韓国，フランス，ブラジル，スペイン，イン
ド，イギリスの順位になっている O この 10 ヶ国の生
産台数合計は， 4，06.32 万台で，世界乗用車生産量の
75.3% を占めている o 1980 年代半ばまでわずか数千
台しかなかった中国の乗用車生産の 20 年余りにおけ
る発展がどれほど著しいものであるかがここで見てと
れる O 世界同時不況下で， 208 年度において 100 万
台目標こそ達成できていないものの，生産台数 934.51



















































































































vw と合弁 rSANTJ 生産→車種拡大








































第 3章 FDI 導入以前の中国自動車産業の展開と限界
第 4章 FDI 導入の経緯とその役割
第 5章 中国自動車産業における FDI の展開と制約性


























FDI の関連で第 4章では，改革開放以降の FDI の
導入と合弁による中国自動車生産，とりわけ乗用車の
近代的生産の幕開けと r3 大J メ}カー中心体制の形
成とそれぞれの FDI 導入の経緯について紹介すると
ともに， FDI の果たした役割について考察する O





















































3. 論文の構成 技術移転により誕生した東風汽車， r大躍進」時代に















うとしている o FDI の定義，パーノン，ハイマー，
ガーシェンクローン等伝統的な理論の把握を試みると
ともに，中国自動車産業と外資依存の関連を問題とし


























第 4章 rFDI 導入の経緯とその役割J は，第 1節
rFDI 導入の経緯j，r第2節 rFDI の果たした役割」か
ら編成されており， 1980 年代，改革開放以降の中国
への FDI の導入と合弁による乗用車の近代的生産の





第 5章「中国自動車産業における FDI の展開と制
約性」は，第 1節「中国自動車産業関連政策の変
遷j，第 2節目DI の中国での展開と問題点j，第 3節
r 三大』メーカーと FDI の影響j，第 4 節 rFDI によ














































































本学位請求論文を，研究の意義ないし研究の位置づ 6. 結 論
け，論理の整合性，命題の検証，独創性という視点か 本学位請求論文「中国自動車産業と FDI の研究」
ら，評価を試みることにする O は，専修大学大学院商学研究科における学位(課程博
本学位請求論文を審査し，本学位請求論文が，以下 士)論文に値する水準に到達しているものと認める O
の3点にわたる重大な問題点を有しているという指摘
をせざるを得ない。
178 
金光日(中国)
博士(商学)
博商甲第十二号
学位規則第四条第一項該当
平成二十二年三月二十二日
中国自動車産業と FDI につ
いての研究
学位授与要記
氏名・本籍
学位の種類
学位記番号
学位授与の条件
学位授与年月日
学位論文題目
田
一一
一
一
五六
四
大西勝明
小林守
高橋義仁
教授
准教授
准教授
審査委員
主査専修大学商学部
副査専修大学商学部
副査専修大学商学部
七
